
第６学年 社会科 学習指導案 

令和８年２月１０日（火) 第５校時 

四万十市立東山小学校 

６年１組 児童数２６名 

指導者 濱口 健斗 

 

１ 単元名 

 「世界の中の日本 ～地球規模の課題の解決と国際協力～」（教育出版） 

 

２ 単元について 

 （１)学習指導要領における内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２)単元観 

    本単元では、国際連合は平和な国際社会の実現のために大きな役割を果たしていること、我が国は、

国際連合の一員としてユニセフやユネスコの活動に協力していることなど、平和な国際社会の実現のた

めに大きな役割を果たしていることや、我が国が教育や医学、農業などの分野で諸外国の発展に貢献し

ていること、今後も国際社会の平和と発展のために果たさなければならない責任と義務があることなど

をもとに、グローバル化する国際社会における我が国の役割について理解することをねらいとしてい

る。また、社会的事象の見方・考え方を働かせ、国際連合の働きや我が国の国際協力の様子について、

「世界ではどのような課題が発生しているか」、「国際連合や我が国は課題を解決するためにどのような

連携や協力を行っているか」などの問いを設けて調べたり、地球規模で発生している課題とその解決の

ための連携や協力の様子を関係づけて、我が国が果たしている役割を考えたりして、調べたことや考え

たことを表現することもねらいとして位置づけている。 

    このように、単元を通して社会的事象について学習問題を主体的に解決しようとする態度や、よりよ

い社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考や理解を通

して、我が国の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情、我が国の将来を担う国民としての自覚や平和

を願う日本人として、世界の国々の人々と共に生きることの大切さについての自覚を養うようにしてい

る。 

 

 

（３）  グローバル化する世界と日本の役割について、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次の

事項を身に付けることができるよう指導する。 

 ア（イ）  我が国は、平和な世界の実現のために国際連合の一員として重要な役割を果たしたり、諸外

国の発展のために援助や協力を行ったりしていることを理解すること。 

    （ウ） 地図帳や地球儀、各種の資料で調べ、まとめること。 

 イ（イ） 地球規模で発生している課題の解決に向けた連携・協力などに着目して、国際連合の働きや

我が国の国際協力の様子を捉え、国際社会において我が国が果たしている役割を考え、表現す

ること。 



  （３)児童観 

質問項目 強肯定 肯定 否定 強否定 

①社会科の学習は好き（楽しい）ですか？ 19 4 1 0 

社会科の学習で好き(楽しい)活動は何ですか？（複数選択可能） 

・調べた内容をノートに書く(16) ・黒板に書かれている内容をノートに書く(13） ・国探しゲーム(20） 

・資料や映像を考える(17)・自分の考えを書く、まとめる(12) ・友達と話し合うまとめる(16) 

（ ）は肯定数 

②社会科の勉強は将来役に立つと思いますか？ 14 9 1 0 

肯定理由 

・昔の社会を知ることで今自分たちがどうすべきかを考えることができるから。 

・昔あったことなどを知っておくと、もし戦争がおきたときに早く理由などを知ることができるから。 

・昔あった色々な出来事を風化させないため、昔の出来事を知らない人たちに話して伝えていくため。etc 

否定理由 

・自分のなりたい仕事に使わないから。 

    質問①より社会科の学習に対して、前向きな回答が見られた。６年生２学期よりスタートした歴史の

授業が楽しいようで、図書の貸し出しの際には歴史本を手に取る様子が多く見られている。また、質問

②の肯定理由より、社会科の学習の本質を捉えている児童がいることも見取ることができた。しかし、 

好きな(楽しい）理由として、自分の考えを書くことや友達と話し合うことを選んだ児童が他の項目より

やや少ないことが気になる点である。 

 

   （４)指導観 

    本単元の指導は、世界の国の人々の生活、国際連合や我が国の国際協力について学習したことを基

に、グローバル化する国際社会において、今後、我が国が果たすべき役割、義務や責任について過去の

戦争や原爆による人類最初の災禍を経験した我が国の立場、国際的な協力や援助を必要としている国や

地域の人々などの立場、国際連合など国際的な機関の立場などから多角的に考えたり、世界の人々と共

に生きていくために大切なことについて、自分たちにできることを考えたり、選択・判断したりして、

世界の平和に向けて自分の考えをまとめ・表現する活動を大切に取り扱う。 

タブレット端末の活用については、３つの場面を想定している。１つ目は「めあて」「学習評価」「振

り返り」等スプレッドシートの活用である。振り返りをスプレッドシートに書き込むことで、タイムリ

ーに他者参照することができ、自分の考えを深めたり文章の構成を見直すことができるなど、振り返り

の質の向上に繋がると考える。２つ目は、情報収集や整理・分析の場面でのインターネット、ロイロノ

ートの活用である。ロイロノート内にある「共有ノート」を使い、同じグループの友達と共同編集しな

がら話し合いを行うことで、話し合いの視点を明確にできるとともに話した内容を瞬時に記録すること

もできるなどのメリットが考えられる。３つ目は学習成果の集積（ポートフォリオ）である。学習課題

に対して調べたことや多角的な立場から考えたこと、グループの話し合いにより導いた結論など毎時間

の学びをロイロノートやスライドに集積していく。集積した内容を単元の終末で発表（アウトプット）

する場面を設けることで、意欲の向上に繋がるとともに内容の理解を深めることもできると考える。 

本時は、「地球規模の課題の解決と国際協力」の一時間目であり、世界で起きている問題やその問題を

抱える国について「つかむ」ことが目的である。そこで世界にはたくさんの問題があることや、たくさ

んの国が問題を抱えていることに気付くことができるよう、資料を読み取り考えることや立場を明確に

考えをもって話し合うこと、端末や図書資料を活用して調べまとめる活動など様々な展開を予定してい

る。やや教師主導の展開になることも予想されるが、単元の導入でしっかりと課題をつかみ、学習の見

通しを立てることができれば、単元が進むにつれて「自律的に学ぶ児童」の姿が増えてくるのではない

かと考える。 



３ 研究主題にせまるための手立て 

（１)研究主題 

 

 

 

（２)単元デザイン（単元〈小単元〉における、基礎・基本の指導、個別最適な学びと協働的な学びの具体） 

基礎・基本の指導 個別最適な学び 協働的な学び 

【基礎・基本の指導】 

・国際社会における日本の

役割について理解するた

めに教科書で必要な情報

を読み取り、まとめる。 

・地球規模の課題の解決に

向けた取り組みの、相互

の関連や意味について、

異なる立場から考える。

（多角的に考える） 

【指導の個別化】 

・国際社会における日本

の役割や、地球規模の

課題の解決に向けた取

り組みについて多角的

に考え、深めることが

できるよう、一人一人

の特性や学習の状況に

応じて指導の方法や学

習形態、時間などを柔

軟に考える。 

【学習の個性化】 

・「学習課題」や「本時で

解決したい疑問」等を

設定し、一人一人の興

味・関心に応じた活動

や課題に取り組む時間

を十分に確保する。 

 

【協働的な学び】 

・解決したい課題や疑問

が共通する友達と小

グループをつくり、分

担して情報収集やま

とめの作業を行う。 

 

  

４ 単元の目標 

 ●グローバル化する国際社会における日本の役割について理解するとともに、地図帳や地球儀、統計や年表

などの各種資料を通して、情報を適切に調べまとめる技能を身につけることができる。 

 ●国際社会における日本の役割や地球規模の課題の解決に向けた取り組みの相互の関連や意味を多角的に考

える力、社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断する力、考え

たことや選択・判断したことを説明したり、それらをもとに議論したりする力を養うことができる。 

 ●国際社会における日本の役割について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を

考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考や理解を通して、平和

を願う日本人として世界の国々の人々とともに生きることの大切さについての自覚を養う。 

 

５ 単元の評価規準 

６ 単元構想は別紙参照 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①地球規模で発生している課題の

解決に向けた連携・協力などにつ

いて地図帳や地球儀、各種の資料

で調べて、必要な情報を集め、読

み取り、国際連合の働きや日本の

国際協力の様子を理解している。 

②調べたことを図表や文などにま

とめ、日本が平和な世界の実現の

ために重要な役割を果たしたり、

諸外国の発展のために援助や協

力を行ったりしていることを理

解している。 

①地球規模で発生している課題と

課題の解決に向けた連携・協力な

どに着目して、問いを見いだし、

国際連合の働きや日本の国際協

力の意義を考え、表現している。 

②地球規模で発生している課題と

日本が行っている協力・援助を関

連づけたり、総合したりして、国

際社会において日本が果たして

いる役割を考えたり、学習したこ

とをもとに社会への関わり方を

選択・判断したりして、適切に表

現している。 

①日本の国際社会における役割

について、予想や学習計画を立

てたり、学習を振り返ったりし

て、主体的に学習問題を追求

し、解決しようとしている。 

②学習したことをもとに、世界の

人々とともに生きていくため

に大切なことや、今後、国際社

会において果たすべき役割な

どを多角的に考えようとして

いる。 

自律的に学ぶ児童の育成を目指した授業づくり 

～単元デザインの創造とクラウドの活用を大切にして～ 



７ 本時の学習指導 

（１）本時の目標 

  日本と外国を比較する活動を通して、世界でどのような課題が発生しているかをつかむことができる。 

 

（２）本時の評価規準 

  世界ではどのような課題が発生しているかをつかみ、これからの学習の見通しを持っている。 

                                        【思考・判断・表現】 

（３）本時の展開 

 学習活動  ○指導上の留意点 ★評価（方法） 
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１，日本は今幸せか？ 

 「はい」か「いいえ」の 2択で考える。 

 

 

 

２，日本より幸せな国はある？ 

  逆に日本より幸せでない国はある？ 

 

 

３，日本の幸福度は世界第何位だろう？ 

 

４，幸福度ランキングの資料を読み取る。 

 

 

 

５，資料を掲示し、日本の幸福度について考える。 

 日本より幸福度が高い国に言えることは、、、 

 日本より幸福度が低い国に言えることは、、、 

 

 

６，世界には他にどんな問題があるかな？ 

 

 

 

７，本時の学習を振り返る。 

〇ロイロノート提出箱に、「はい」の人は赤付箋、 

「いいえ」の人は青付箋で表現させる。立場を明確

にしたのち、そのように考えた理由を出し合うこ

とで次の展開へとつなげたい。 

 

〇日本より幸せでない国について、国名やや理由を

問うことで児童のイメージする「地球規模の課

題」を少しでも引き出したい。 

 

〇予想した順位をロイロノートに提出し、全体で共

有する。 

〇順位を予想した後に、実際の結果を資料として提

示する。自分の考えと結果とのギャップから活発

な話し合いへとつなげたい。 

 

〇54カ国が日本より幸福度が高く、142カ国が日本

より幸福度が低いという事実をつかむ。幸福度が

低い国については、その結果の理由を予想するこ

とで世界で起きている問題を想像させたい。 

 

〇インターネットや図書を活用して調べ、ロイロノ

ート（共有ノート)に集めることで、世界にはたく

さんの問題があることをつかませたい。 

 

★世界ではどのような課題が発生しているかを 

つかみ、これからの学習の見通しを持つことがで

きている。 

【思考・判断・表現】（ロイロノート・発言） 

 

世界には数多くの問題があり、いまだに解決

できてないことも多い。幸福度が低い国は、た

くさんの問題を抱えていると言えそうだ。しか

し、幸福度が高い国についても問題がないわけ

ではないので、、、 



（４）板書計画 

 


